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「図書館」と「出会い」
教務部長　佐　上　郁　子

　自己紹介などで趣味を聞かれると、いつも挙げるのが「読書」である。趣味に読書というのは、
他に趣味がない時の月並みな返答であるようだが、私にとっては「活字を読む」というのがスト
レス解消法であり、今でも専門に関係ない本を週に２、３冊は読むので、間違いなく「読書」は
趣味のひとつである。私は、山形市の田舎で育ち、小中学生の頃は兄達や友達と暗くなるまで外
遊びやスポーツをしている活発な子供だった。それでも親戚が集まる機会があると「あなたは小
さいときからいつも本を読んでいた」とおば達に言われるくらいだから、いつの頃からか読書時
間が増えていったようである。
　小学校や中学校の図書館は、私には「宝物の部屋」のように思えた。いろいろな国々や自然界
の不思議と出会い、サリンジャーなどの翻訳本や三島に出会ったのも図書館である。たくさんの
本を借りては乱読していたので、貸し出しカードが一枚では足りず何枚かをテープで張り合わせ
て使っていた。生命科学の分野に進むきっかけも、高校の図書館で出会ったオパーリンの「生命
の起源」である。大学生になると、日常読む本はこづかいで買うようになり、図書館は、人類の
知を蓄積する場所であり、調べ物や自習をするところとなった。大学院生、若手研究者の頃は、
図書館は論文を閲覧しコピーをするためのところで、大学の図書館こそが世界最先端の科学情報
の発信場所であった。
　しかし、最近では、インターネット上での文献探索とダウンロード、書籍購入ですませること
が多くなり、私にとっての、また今の学生にとっての図書館の役割も変貌している。それでも、
簡単に情報が手に入る今だからこそ、きっかけはレポート作成のための資料探しであってもよい
ので、学生達には図書館通いをすることを勧めたい。自分で意図的に情報探索するインターネッ
トではある方向性を持った出会いしかないが、図書館には「新たな出会い」が期待出来る。ぶら
りと図書館に入って、いつもは見ない本棚付近で、本を、論文雑誌を手に取ってみよう。思いが
けない本に、言葉に、人に、知識に出会うかもしれない。その出会いは、あなた達の一生の方向
を決めるかもしれない。ノンフィクションでもフィクションでも、本から得られる情報で広がる
イマジネーションの世界の魅力に浸って欲しい。そのためにも、大学図書館は、在庫書籍の種類
や数を増やし、そして過ごしやすい場所でありたい。



�

なからぎ 192 号（2010 年７月）

英語学への誘い
Horatius, Carmina 2.3. 1-2, Aequam memento rebus in arduis servare mentem.

図書館運営委員　菅　山　謙　正

　私の専門分野は英語学・言語学である。と
ころで、この英語学という名前は日本では意
味をなすものの、英語圏、あるいは世界的な
視野でみるとほとんど使われない。というよ
り、英語学という名称は日本（あるいは韓
国）でしか通用しないといったほうが現実的
である1。この『なからぎ』で再度執筆の機
会を与えられたので、私がやっている（ある
いはやってきた）学問的な仕事を少しく紹介
し、英語学（正確に言えば英語を対象とした
言語学）が対象とする事象とそれに対してい
かなる接近法があるのかを、紙幅の範囲内で
分かりやすく説明したい。ひとことで言えば、
英語学への誘いと英語学に関する私的な文献
解題をここでは行い私の今回の役目を果たし
たい。
　数え方によっても異なるが、世界中に3000
から7000あるといわれる人間の言葉は、それ
がどんな言葉であれ、無秩序に存在している
わけではない。何らかの法則に従って言葉は
使われているのである。言語現象、言語活動
の裏に潜むこの法則を見つけることの喜び、
それはちょうど、代数や幾何の証明をしたり、
物理学や化学の法則を見つけ出す時に覚える
快感と似ている。また、様々の言葉を調査・
研究することにより、時空を超えて、見たこ
とも聞いたこともない人々の言語・文化を知
ることができる。いわば、言葉による時空を
超えた未知の世界への旅ができるのである。
これも言語研究ならではの醍醐味である。
　最近は様々な枠組みで言語理論としての文
法が数多く研究・開発されている。例えば、
The Minimalist Program と し て 結 実 し た
Chomsky（1995, 2000, 2001, 2004）の理論、
LFG（Lexical Functional Grammar）、GPSG

（Generalized Phrase Structure Grammar）、
HPSG（Head-driven Phrase Structure 

Grammar）、Optimality Theory（ 最 適 性 理
論）、Categorial Grammar（範疇文法）、認
知文法（Cognitive Grammar）、Word Gram-
mar（ワードグラマー）などがその例である。
これらの文法はいずれもその目標を、単に任
意の言語の構造の記述にとどめることなく、
人間の言語能力（competence）の解明にお
いており、人間が持つと考えられる普遍文法

（Universal Grammar）の構築をめざしてい
る。認知的であろうとなかろうと、どのよう
な理論的な枠組みを取るにせよ、現在の言語
研究は、この人間の持つ言語能力（言葉を操
る能力）の解明を、その究極的目標としてい
る。言語学者はすべからく日夜この目標に邁
進していると言っても過言ではない。この人
間の言語能力を文法と呼べば、文法研究は、
これを構成していると考えられる rule を発
見することにほかならない。
　この目的を達成するためには、まず任意の
言葉の姿を詳細に観察し、そのありのままの
姿を記述する（describe）ことが必要になる。
この二つの段階を経たうえで、なぜそのよう
な姿を言語はしているのかという問題をでき
るだけ経済的、（言語知識に限らないという
意味で）普遍的な方法で説明する必要がある。
一例をあげれば、現代英語では、-thing/
-body で終わる一連の名詞を形容詞が修飾す
るとき、普通、それは当該の名詞の後ろに来
る。*cold something で は な く、something 
cold が文法的である2。一方、英語では形容
詞が名詞に付加されるとき、無標の位置は名
詞の前である、e.g. cheap books。それでは、
名詞である -thing/-body の場合はなぜそうな
らないのであろうか？ -thing/-body 名詞も名
詞であるから、文法の予測によれば、修飾す
る形容詞も前に来るはずである。しかしなが
ら、上述のように、この予測は言語事実とは
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合致しない。言語事実は、これらの名詞の場
合、形容詞が名詞の後ろに来る。これはなぜ
か？理想的な文法理論は、これが説明できな
ければならない。英文法は言語事実を記述す
るだけでは理論としては不十分である（完成
度が低い）。
　言葉の研究には様々な接近の仕方がある。
言語研究の特徴の一つは、それが時間に敏感
なことである。例えば、時間の流れを軸にし
た通時的な（diachronic）な研究方法、これ
とは対照的に時間軸の一点を中心にして、言
語の姿をいわば眺める共時的な（synchron-
ic）な立場もある。通時的な研究は時間軸上
の任意の時間 ti における言葉の在り様を集
積したものであるから、共時的な研究が言語
研究の基本と言える。
　さて、話を英語に戻そう。文法を英語の文
の統語構造を支配している規則の集まり（集
合）とここでは考えることにする。言い方を
換えれば、文法とは、一定の数の規則から成
る集合で、その規則に従うと、文の統語構造
が明示的に示され、文法的な文だけが生成さ
れる、文を生み出すための一つの仕組みとい
うことになる。そして、このような規則から
は生み出されないような文を非文法的な文

［非文］と呼ぶ。このように考えれば、英語
の文法を明らかにするということは文法を構
成していると考えられる規則を見つけ出すこ
とにほかならない。
　如上の考え方に立ち、とくに現代英語の在
り様を記述した代表的な英語学の文献には以
下のようなものがある。いずれも単なる記述
にとどまることなく、可能な限り文法現象を
説明している。
	 ▪�『英語基本動詞辞典』（小西友七編、研

究社出版、1970、1862pp；普及版、研
究社出版、1985、1862pp）

	 ▪�『英語基本形容詞・副詞辞典』（小西友
七編、研究社出版、1989、2255pp）

	 ▪�『英語基本名詞辞典』（小西友七編、研
究社出版、2001、1886pp）

上の３部作は、いずれの巻も2000頁に近い大
著であり、筆者の恩師小西友七先生が編集さ
れ、多数の共同執筆者とともに完成にほぼ30
年を費やされた、我が国における英語語彙文
法研究の集大成である。筆者も執筆している
が、現在入手できる最新の英語学・言語学研
究の成果を取り入れて、英語の主要な動詞、
形容詞・副詞、名詞の文法的振る舞い、語彙
的意味を詳細に記述している。その記述は、
現代英語の話し言葉、書き言葉から選ばれた
real facts と呼ばれる効果的な実例で補強さ
れて解説が分かりやすくなっている。
　次の辞典は、1973年に刊行された『英語慣
用法事典』（第２版、大塚高信・小西友七共
編、三省堂）の改訂版で、英語の単語を含む
2000を超える項目に、最新の文法・語法研究
の成果が盛り込まれて、名前も新たに４年ほ
ど前に出版された。筆者も校閲・執筆に参加
している。この辞典は、語法的な観点から、
英語の表現について我々が知っておかなけれ
ばならない事柄が詳細に説明されている。例
えば、一見すると同意語に見える appear/
look/seem の様々なレベルにおける違い、
UK/Britain/England はどのように違ってい
るのかなどの項目が掲載されている。
	 ▪�『現代英語語法辞典』（小西友七編、三

省堂、2006、1327pp）
　最後に拙著で恐縮であるが、以下の書籍を
紹介したい。この本は各章で、如何に最近の
英語が変化しているか、それを引き起こして
いる原因は何かについて、英国の社会構造、
ＥＵを含む非英語圏の国々における英語の役
割などから明らかにしようとしている。
	 ▪�『変容する英語』（菅山謙正編著、世界

思想社、2005、193pp）
　読者諸兄諸姉も、時間があれば、上掲書を
手に取って、最近の英語学研究の成果の一端
をご覧いただきたいと思う。英語の仕組みは
ずいぶん分かってきている。
� （すがやま　けんせい：文学部教授）

１	� 韓国で英語学という名称が使われるのは、第２次世界大戦以前、日本人研究者が同国で英語学を教授してい
たということも理由のひとつであろう（例えば、京城帝国大学では、後の東京大学英語学教授中島文雄が英
語学を教えていた）。しかし、最近は、韓国の言語学研究はアメリカの影響を強く受けている。

２	� * は後続している形式が非文法的であることを意味する。



2009年度の利用者サービスをふりかえって

今回は府大のみなさんへのサービスに絞って�009年度の特徴を報告します。
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府大の皆さんへのサービス

図書の貸出　20,964冊
学部生・院生貸出　19,323冊

　学生の年間貸出冊数が２万冊を超え
た昨年より�,400冊ほど減少しました。
新型インフルエンザによる全学休講や
図書館新システム導入に伴う臨時休館
等の影響があったのかもしれません。
　残念なことに、この内の154冊がま
だ返却されていません。（6/30時点）
　合同講義棟や図書館掲示板に氏名が
貼り出されている人は至急返却してく
ださい。友人や研究室仲間の名前が
あったら声かけをお願いします。
　京都市内の大学図書館は延滞期間に
応じて貸出停止期間を設けている所が
大部分ですが、府大図書館は延滞図書
を返却すれば即貸出ＯＫにしています。

府大の皆さんへのサービス

雑誌の一時持出し　509冊
　貸出できない雑誌も、研究室でのコ
ピーのための一時持出しは可能です。
電子ジャーナル導入や GeNii での本文
ＰＤＦ化が進んだこともあって持出し
冊数は減少しています。（ピーク時の
�/3）

府大の皆さんへのサービス

学生希望図書購入　205冊
　和・洋の専門書、ベストセラー小説
まで多岐にわたっています。

府大の皆さんへのサービス

図書の取寄せ　102冊
　費用は依頼者負担になりますが、他
大学から図書を取寄せることができま
す。

府大の皆さんへのサービス

論文の取寄せ　1,809件
　実際に依頼した件数は昨年より500
件程度減少しています。電子ジャーナ
ルや GeNii で本文が見られる論文が増
加したためと考えられます。
　OPAC を検索せず依頼される方が急
増しています。４月から OPAC で雑誌
名を検索すれば、洋雑誌はオンライン
版の表示も出るようになりました。他
大学の紀要は CiNii で検索せず、GeNii
の［まとめて検索］欄から検索すると
機関リポジトリにもリンクします。

府大の皆さんへのサービス

貸出中図書への予約　157件
　パスワードを事前登録されると、検
索結果から貸出中の図書へ予約をかけ
ることができます。予約図書の取り置
きは連絡後１週間です。それ以降は
キャンセル扱いになります。

府大の皆さんへのサービス

館内資料の複写　1,446件
コピー枚数　11,298枚

　図書館内で図書、雑誌をコピーされ
た件数・枚数です。昨年度より件数、
枚数共に減少しています。電子ジャー
ナルや機関リポジトリが充実してきた
のが要因と思われます。
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開 館 時 間 等

★7/24（土）・25（日）
  オープンキャンパスのため、10：00～16：00、
２階閲覧室のみ開室。
  ただし、通常業務は行いません。

★7/27（火）～　夏休み貸出
返却期限　10/8（金）

★9/1（水）～30（木）
　開館時間変更　9：00～17：00

★9/24（金）～　通常貸出

★10/1（金）～　開館時間　9：00～21：00

★8/10（火）～11（水）
　開館時間変更　9：00～17：00

★8/12（木）～31（火） 
　蔵書点検のため、２階閲覧室（書庫を含む）
は、休室。

☆閉館時の図書の返却は、図書館西側（喫煙コーナー付近）の返却ポストをご利用ください。

カレンダー

2010年7月 2010年8月 2010年9月

9：00～
21：00

9：00～
17：00 休館
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図書館日誌
平成21年度　第３回　図書館運営委員会開催報告

　平成21年度第３回の附属図書館運営委員会が、平成22年３月18日に文学部会議室で開催されました。そ
の概要は次のとおりです。
【議題１】北山文化環境ゾーン構想に係る施設整備について

　館長から、前回の運営委員会で議論できなかった項目（開館日時等）について議論願い、前回と今回
の議論を併せ、総合資料館図書部門と府大図書館との合同整備にあたっての大学の考え方（案）に対す
る運営委員会の意見をまとめることが、今回の委員会の開催の趣旨である旨説明された。
〈図書館運営委員からの主な意見〉

⑴　開館時間の拡大について
・休日開館については、予算上の制約、利用者の動向等を踏まえて検討し、順次拡大の方向に向か

えばいい。
・休日開館をしても、職員体制の整備が伴わないと、どこまでのサービスが可能か不透明である。

また、休日はどのような利用をしたいのか、学生の需要を把握する必要がある。
・試験期間中など学生の利用頻度の高い時期から休日開館を始めるなど実施方法は種々あり得る。

大学図書館の機能を中心に、考え方を整理すべきである。
⑵　大学図書の管理について

・大学の図書は集中管理が望ましい。図書館は研究室資料を合築後どうしていくのか。教員が希望
すれば、図書館は研究室資料を保存できるスペースを確保できるのか。

〈まとめ〉
　休日開館については、学生の利用を優先し府民の利用制限はあり得る。学生の利用実態・要望を見
ながらできる限り開館日時を増やす方向で必要な予算措置、人員配置を求めていきたい。
　また、大学の資料全体の収蔵問題については、将来的なことを見据えて検討していくこととする。

【議題２】平成21年度年度計画の評価作業について　　　　　（略）
【議題３】平成22年度年度計画（案）について　　　　　　　（略）
【議題４】学習基本図書の購入リスト提出の依頼について　　（略）
【議題５】その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（略）


